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ウ
ク
ル
イ
ン
フ
ォ
ル
ム
通
信

日
本
語
版
編
集
者

平
野
高
志

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
全
面
戦
争
局
面
は
開
始
か

ら
ま
も
な
く
一
年
が
経
過
す
る
。
ロ
シ
ア
の
目
的
だ
っ
た
キ
ー
ウ
制

圧
、
政
権
交
代
・
傀
儡
化
は
防
が
れ
、
夏
季
の
戦
線
の
拮
抗
状
態
が

終
わ
る
と
、
秋
季
に
は
南
部
・
東
部
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
反
攻
作
戦

に
大
き
く
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
シ
ア
軍
は
一
〇
月
以
降
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
各
地
の
電
力
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
中
心
に
ミ
サ
イ
ル
・
無
人

機
攻
撃
を
続
け
て
お
り
、
各
地
で
は
広
範
囲
で
停
電
が
生
じ
て
い

る
。
同
時
に
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
に
目
を
向
け
る
と
、一
〇
月
の
キ
ー

ウ
国
際
社
会
学
研
究
所
の
世
論
調
査
で
は
「
町
々
へ
の
攻
撃
が
続
い

て
も
、
ロ
シ
ア
侵
略
へ
の
武
力
抵
抗
は
続
け
る
べ
き
」
と
の
回
答
が

八
六
％
と
、「
協
議
へ
移
る
べ
き
」（
一
〇
％
）
と
の
回
答
を
大
き
く

引
き
離
し
、
さ
ら
に
一
二
月
の
ハ
ル
キ
ウ
社
会
研
究
所
の
世
論
調
査

で
は
、七
八
％
の
回
答
者
が
「
平
和
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
っ
て
も
、

い
か
な
る
妥
協
も
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
答
え
る
な
ど
、
困

難
の
中
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
領
土
奪
還
に
向
け
た
士
気
は
引
き

続
き
高
い
。
筆
者
も
今
冬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
地
域
出
身
者
に
尋
ね

て
み
て
い
る
が
、
回
答
は
ほ
ぼ
一
様
に
「
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も

最
後
ま
で
戦
う
べ
き
」
で
あ
る
。　

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
戦
争
を
有
利
に
終
結
さ
せ
る
に
は
、
戦
場
で
の
勝

利
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
の
重
要
な
前
提
条
件
の
一
つ
が
国
民
の
士
気

の
維
持
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
シ
ア
は
何
よ
り
こ
の
士
気
を
挫
か

ん
と
イ
ン
フ
ラ
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
現
時
点

ひ
ら
の　

た
か
し　
一
九
八
一
年
生
ま
れ
。
東

京
外
国
語
大
学
卒
、
リ
ヴ
ィ
ウ
国
立
大
学
修
士

課
程
修
了
（
国
際
関
係
学
）。
二
〇
一
四
年
か
ら

在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
日
本
国
大
使
館
専
門
調
査
員
。

一八
年
か
ら
現
職
。
著
書
に『
ウ
ク
ラ
イ
ナ・フ
ァ

ン
ブ
ッ
ク
』。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
士
気
は

な
ぜ
挫
け
な
い
の
か

「
戦
争
は
一
年
で
は
な
く
九
年
続
い
て
い
る
」。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
高
い
抗
戦
意
識
の
底
流
に
は

ク
リ
ミ
ア
占
領
以
来
の
根
強
い
ロ
シ
ア
へ
の
不
信
が
あ
る
。

占
領
地
の
市
民
の
考
え
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
の

情
報
戦
略
は
。
今
後
の
展
開
を
キ
ー
ウ
か
ら
考
え
る
。
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で
そ
の
試
み
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
士
気
の
原
因
を
客
観

的
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
同
時
に
今
次
戦
争
の
趨
勢
を
考
え
る

上
で
、
単
な
る
愛
国
心
の
高
ま
り
だ
け
で
は
説
明
し
難
い
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
民
の
士
気
が
安
定
し
て
高
い
こ
と
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と

は
有
意
義
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
戦
争
へ
の
視
座
、
対
ロ
制
裁
へ
の

見
方
、
情
報
統
制
お
よ
び
戦
況
認
識
の
観
点
か
ら
こ
の
点
を
紐
解
い

て
い
く
。

国
民
に
根
強
い
対
ロ
不
信

　

ま
ず
重
要
な
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
と
多
く
の
国
外
観
察
者
と

の
間
で
今
次
戦
争
へ
の
見
方
が
違
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ

る
。
国
外
観
察
者
の
中
に
は
、
今
次
戦
争
を
二
月
二
四
日
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
全
面
侵
攻
開
始
を
起
点
と
し
て
分
析
す
る
者
が
少
な
く
な
い

が
、
こ
れ
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
多
く
は
、
二
〇
一
四
年
二
月

の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
を
起
点
と
し
、
以
降
の
八
年
間
の
紛
争

と
現
在
の
全
面
戦
争
局
面
を
、
本
質
的
に
一
つ
の
ロ
シ
ア
の
対
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
だ
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
視
座
は
、
当
然
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
関
係
者
の
種
々
の
発
言
で
観
察
で
き
る
ほ
か
、
ハ
ル
キ
ウ

社
会
研
究
所
の
世
論
調
査
の
設
問
「
ク
リ
ミ
ア
占
領
は
ロ
シ
ア
と
の

戦
争
の
一
部
か
？
」
に
八
四
％
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
る
な
ど
、

各
種
調
査
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
連
続
す
る
戦
争
と
の
認
識
ゆ

え
に
、
今
次
戦
争
の
勝
利
は
、
ク
リ
ミ
ア
を
含
む
全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領

土
の
奪
還
に
あ
る
と
定
義
す
る
者
も
多
い
（
八
五
％
、
二
二
年
一
二
月

レ
イ
テ
ィ
ン
グ
調
査
）。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

の
士
気
を
考
え
る
上
で
も
、
人
々
が
ロ
シ
ア
と
の
全
面
侵
攻
以
前
の

紛
争
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
重
要
と
な
る
。

　

一
四
年
以
降
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
武
力
紛
争
を
通
観
す
れ
ば
、

ロ
シ
ア
が
八
年
間
に
わ
た
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
示
し
て
き
た
の
は
、
武

力
支
配
の
試
み
（
ク
リ
ミ
ア
・
ド
ン
バ
ス
の
侵
攻
・
占
領
）、
自
ら

締
結
し
た
ミ
ン
ス
ク
諸
合
意
の
履
行
拒
否
お
よ
び
同
合
意
を
利
用
し

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
主
権
の
弱
体
化
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
目
標
の

達
成
に
向
け
た
譲
歩
の
な
い
一
貫
し
た
意
志
と
態
度
で
あ
っ
た
。
こ

の
紛
争
に
お
け
る
戦
闘
は
一
五
年
二
月
の
ウ
・
ロ
間
合
意
締
結
を
境

に
烈
度
を
著
し
く
下
げ
た
が
、
そ
の
後
も
停
戦
は
繰
り
返
し
破
ら

れ
、
戦
闘
は
死
傷
者
を
出
し
な
が
ら
二
二
年
二
月
ま
で
続
い
た
。
そ

の
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
多
く
は
一
四
年
以
降
の
武
力
紛
争
を

一
貫
し
て
強
く
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、例
え
ば
、

二
〇
年
八
月
の
ソ
ツ
ィ
ス
の
調
査
で
は
、「
国
の
ど
の
問
題
が
自
身

に
と
っ
て
最
重
要
か
」
と
の
設
問
に
対
し
、
最
大
の
六
〇
％
の
回
答

者
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
武
力
紛
争
」
と
答
え
て
い
る
。
同
時
に

キ
ー
ウ
国
際
社
会
学
研
究
所
の
世
論
調
査
で
は
、
一
三
年
以
前
は
ロ

シ
ア
に
対
す
る
否
定
的
な
見
方
は
約
一
〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
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一
四
年
以
降
は
四
〇
～
五
〇
％
ま
で
増
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

（
二
二
年
五
月
調
査
時
は
九
二
％
）。
つ
ま
り
、
戦
闘
の
烈
度
と
国
際

社
会
の
関
心
が
下
が
っ
て
以
降
も
、
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
国
民
が

戦
争
に
対
し
て
不
安
を
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
悪
感
情
を
抱
い
て
い
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
対
ロ
姿
勢
の
基
盤
と
な
っ
て
、
辛
抱
強

い
士
気
を
下
支
え
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
ロ
シ
ア
は
全
面
侵
攻
開
始
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
、

「
非
ナ
チ
化
」「
非
軍
事
化
」「
中
立
化
」
と
、
よ
り
直
接
的
に
ロ
シ

ア
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
に

と
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
こ
の
荒
唐
無
稽
な
要
求
を
維
持
す
る
限
り
、
あ

ら
ゆ
る
協
議
に
意
義
を
見
出
し
に
く
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
同
時

に
そ
の
要
求
は
、
ロ
シ
ア
が
過
去
八
年
間
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
陰

に
陽
に
示
し
て
き
た
根
本
的
な
支
配
欲
求
を
明
確
化
し
た
に
過
ぎ
な

い
内
容
と
も
言
え
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
今
回
の
要
求
に
既
視
感

を
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ま
で
に
ロ
シ
ア
に
対
し
て
抱
い

て
い
た
警
戒
心
を
さ
ら
に
最
大
限
ま
で
高
め
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
ロ
シ
ア
を
信
頼
し
て
、
何
か
し
ら
の
協
議

に
向
か
う
の
は
難
し
い
。
対
ロ
不
信
の
根
は
き
わ
め
て
深
い
。

「
国
際
社
会
は
解
決
し
て
く
れ
な
い
」

　

次
に
、
国
際
社
会
の
ロ
シ
ア
へ
の
影
響
力
に
対
す
る
不
信
も
指
摘

で
き
よ
う
。
仮
に
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
の
一
部
を
占
領
し
た

ま
ま
両
国
が
停
戦
に
合
意
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
外
交
と
対
ロ
制

裁
で
ロ
シ
ア
を
現
在
の
占
領
地
か
ら
撤
退
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
と

思
え
る
な
ら
、
論
理
的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
停
戦
を
選
択
す

る
余
地
は
生
じ
得
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
二
〇
一
四
年
以
降
の

国
際
社
会
の
対
ロ
制
裁
は
ク
リ
ミ
ア
・
ド
ン
バ
ス
の
脱
占
領
を
近
付

け
な
か
っ
た
し
、
二
二
年
二
月
二
四
日
以
降
の
よ
り
強
力
な
制
裁
す

ら
も
、ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
を
全
く
促
せ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
領
土
の
武
力
奪
還
を
断

念
し
、
外
交
や
制
裁
を
頼
り
に
、
停
戦
後
の
脱
占
領
に
期
待
す
る
こ

と
は
ま
ず
考
え
に
く
い
。
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
が
安
全

保
障
常
任
理
事
国
を
務
め
る
国
連
に
も
、
脱
占
領
支
援
の
期
待
を
抱

く
こ
と
は
で
き
な
い
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
の
巧
み
な
情
報
発
信

　

加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
に
よ
る
情
報
発
信
面
の
努
力
も
、
士

気
の
維
持
に
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
（
ゼ
レ
ン
シ
キ
ー
）
大
統
領
の
国
民
へ
向
け
た
演
説
の
巧

み
さ
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
同
時
に
、
戦
況
情
報
の
発
信
の
仕
方
も

指
摘
に
値
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
参
謀
本
部
は
、
自
軍
の
兵
力
損
耗

数
を
詳
細
に
は
伝
え
ず
、
同
時
に
常
に
ロ
シ
ア
軍
の
方
が
多
く
の
損
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耗
を
出
し
て
い
る
と
発
表
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一

月
九
日
に
ミ
リ
ー
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
が
ロ
シ
ア
軍
兵
士
の
死
傷

者
は
十
万
人
超
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
も
お
そ
ら
く
同
程
度
の
死
傷
者
が

出
て
い
る
と
発
言
す
る
な
ど
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
発
表
と
第
三
者
の
評
価

に
は
概
し
て
差
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
が
、
戦

況
に
関
す
る
否
定
的
な
情
報
の
発
信
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
自
軍
が

有
利
だ
と
い
う
認
識
を
国
民
の
間
に
生
み
出
し
、
士
気
を
維
持
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。

　

同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
秋
以
降
実
際
に
反
攻
作
戦
を
成
功
さ

せ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
優
勢
と
い
う
国
民
の

認
識
に
は
具
体
的
な
根
拠
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
戦
果
自
体

も
そ
う
で
あ
る
し
、
戦
果
を
支
え
る
国
際
社
会
の
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
武

器
提
供
も
、
提
供
の
た
び
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
士
気
低
下
を
防
ぐ

効
果
を
生
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ブ
チ
ャ
な
ど
で
見
ら
れ

た
よ
う
に
、
領
土
奪
還
後
に
ロ
シ
ア
軍
人
に
よ
る
住
民
へ
の
残
虐
行

為
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
も
、
国
民
が
領
土
奪
還
の
必
要
性
を
痛
感

す
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
、
ク
リ
ミ
ア
被
占
領
地
民
の
思
い
は

　

こ
の
よ
う
に
長
年
の
対
ロ
不
信
、対
ロ
制
裁
の
影
響
力
へ
の
不
信
、

自
軍
優
位
の
戦
況
認
識
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
残
虐
な
占
領
地
統
治
の
認

識
を
通
じ
て
、
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
「
平
和
達
成
の
た
め
に

は
、
戦
場
で
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を
強
め
、
停

電
な
ど
の
困
難
の
中
で
も
、
高
い
士
気
を
保
て
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
中
で
、
今
後
士
気
の
低
下
が
起
こ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
戦

況
が
著
し
く
悪
化
し
、
損
耗
が
急
増
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
士
気
の
推
移
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
の
今
後
の
各
種
判
断
・
決
定

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

最
後
に
、
士
気
に
関
し
て
も
う
一
つ
補
足
す
べ
き
は
、
被
占
領
地

在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
士
気
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
被

占
領
下
ク
リ
ミ
ア
で
は
、
住
民
が
占
領
に
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
り
、
実
際
の
住
民
の
意
向
を
知
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

他
方
で
接
触
手
段
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
が
一
月
八
日
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
政
府
で
ク
リ
ミ
ア
関
連
政
策
を
扱
う
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和

国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
代
表
部
の
タ
ミ
ラ
・
タ
シ
ェ
ヴ
ァ
常
駐
代
表

に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
シ
ェ
ヴ
ァ
氏
は
「
ク
リ
ミ
ア
で

は
高
齢
者
を
中
心
に
ソ
連
へ
の
懐
古
は
あ
る
が
、
若
者
を
中
心
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
持
も
あ
る
。
二
〇
一
四
年
占
領
時
に
は
あ
き
ら
め

が
広
が
っ
た
が
、
昨
年
二
月
二
四
日
以
降
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
活
躍

を
目
に
し
て
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
者
が
増
え
て
い
る
」
と
発
言
し

た
。
確
認
を
要
す
る
話
で
は
あ
る
が
、
政
権
の
こ
の
よ
う
な
士
気
認

識
も
ま
た
、
今
後
の
関
連
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。
●




